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小田原労働基準監督署　署　長 哘　崎　雅　夫
全国安全週間は、昭和 3 年に初めて実施されて以

来、「産業界での自主的な労働災害防止活動を推進
し、広く一般の安全意識の高揚と安全活動の定着を
図ること」を目的に、一度も中断することなく続け
られ、今年で 90 回目を迎えます。

この間、労働災害防止のために、労使が協調して
対策が展開され、労働災害は長期的に減少してきま
した。

しかしながら、平成 28 年の当署管内における休
業 4 日以上の死傷災害は 339 件（うち死亡災害 2 件）
となり、前年と比較すると減少したものの、本年で
最終年となる第 12 次労働災害防止推進計画の目標
である休業 4 日以上の死傷災害 289 件を大きく上
回る状況となっております。

また、基本的な安全管理の取組が労働者に徹底さ
れていないこと、第三次産業においては、多店舗展

平成 29 年度

開企業等の傘下の店舗等に安全担当者がおらず、安
全活動が低調となっていることによる労働災害が認
められるところです。

こうした状況から、安全に安心して働ける職場づ
くりを達成するためには、安全衛生管理体制の確立
と組織的な安全衛生活動、職場の全員参加による安
全衛生活動の推進、安全衛生教育の充実、職場で働
く方々の安全意識の高揚が重要になっているものと
考えます。

平成 29 年度の全国安全週間においては、
「組織で進める安全管理　みんなで取り組む安全

活動　未来へつなげよう安全文化」
をスローガンとしています。

全国安全週間を契機に、職場で働く方々が労働災
害防止の重要性を再認識し、安全意識の高揚がなさ
れるよう、安全衛生活動の実施をお願いいたします。

平成 29 年度全国安
全週間小田原地区推進
大会が、６月６日（火）
に開催されました。

建設業労働災害防止
協会神奈川支部小田原
分会の譲原分会長によ

る開会のことばに引き続き、小田原産業労働団体連
合会の齋藤会長による挨拶がありました。その中で、
小田原・箱根の景気の傾向は大涌谷の一件から、ゆ
るやかな回復傾向にあり一安心。しかしながら、人
手不足で残業が増えており労働災害が起きやすい傾
向にある。全国安全週間は今回 90 回目を迎えるこ
とになり、本年のスローガンの通りに安全活動を根
づかせるとともに、管理する側の努力も必要であり、
今大会を安全に携わる私たち自身の災害撲滅への決
意を改める機会にしたいと話されました。

次に、小田原労働基準監督署の哘崎署長の挨拶
に続いて８名の方の安
全功労者個人表彰があ
り、小田原市加藤市長
からの祝電が披露され
た後、小田原労働基準
監督署の柏原安全衛生
課長より推進内容の説

第 90 回全国安全週間

明を頂きました。
大会宣言は神奈川県印刷工業組合小田原支部の上

野支部長により行われました。
特別講演では富士

フィルム九州（株）鎌
田執行役員より「熊本
地震から学ぶ企業の備
えについて」と題し、
熊本地震からの復旧活
動についてお話を頂き
ました。実体験のお話は大変参考になり、自分の会
社で起きたらどうなっていたのかと考えさせられ、
貴重なお話を聞くことができました。お話しの中で、
人的災害や二次災害がなかったとのことでしたが、
日頃の訓練の賜物と実感いたしました。また、人的・
物的の後方支援と、被災者でありながら生産再開に
向けて尽力した地元従業員の頑張りのお話には、目
頭を熱くいたしました。

今回の推進大会に参加させて頂き、特別講演の内
容からも、スローガンである「組織で進める安全管
理　みんなで取り組む安全活動　未来へつなげよう
安全文化」がいかに重要であるか再認識いたしまし
た。それを目標に、今後も安全活動を推進していき
たいと思います。　　（わかもと製薬㈱　金子勝彦）



第 170 号

− 3−

小 田 原 支 部 だ よ り

 

 



第 170 号

− 4−

小 田 原 支 部 だ よ り

 
 

 

 

※※※※※※労働保険の年度更新に関するお知らせ※※※※※※ 

= 労働保険の年度更新手続き期間は 6 月 1 日～7 月 10 日です = 

 労働保険に関する平成 28 年度確定保険料･平成 29 年度概算保険料の年度更新は 6 月 1 日から 7 月

10 日までが手続き期間です。期間内に申告･納付手続を済ませてくださるよう、お願い致します。 

 年度更新申告書の提出ついては、当署(電話 0465-22-7151)及び神奈川労働局･労働保険徴収課

（045-650-2802)の受付や銀行等の金融機関又は郵便局の窓口で行う同時納付(この場合は、申告書と

納付書を切り離さずに、保険料と併せて窓口に提出願います)、電子申請等を御利用ください。なお、電子

申請の手続きによる場合は、ご自宅･オフィスのパソコンで 24 時間、手続きが可能です。 

 また、これと併せて、石綿健康被害救済のための一般拠出金も申告･納付手続きが必要です。 

 

= 労働保険の年度更新申告書に関するお問合せはコールセンターへ = 

           コールセンター･電話番号  0120-335-546 

      受付時間  月曜日～金曜日(祝日は除く)の午前 9 時～午後 5 時 

       開設期間  平成 29 年 5 月 31 日(水)～7 月 12 日(水) 
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小田原地区安全功労者表彰平成 29 年度

日本インジェクタ㈱ ㈱明治ゴム化成
雨宮憲司 高村　繁

■表彰者の選考について
　この表彰は、毎年、全国安全週間小田原地区推進大会にお
いて、小田原産業労働団体連合会の表彰規定に基づき、３年
以上無災害の事業場の中より、同一事業場に５年以上勤務し、
かつ安全に対し功績のあった方に贈られるものです。

小規模事業場の事業者と労働者の皆さんへ
地域の産業医による健康相談・保健指導は無料健康相談窓口をご利用下さい
労働者が心身ともに健康で働き続けられるように、長時間労働面接指導、メンタルヘルス対策や生活習

慣病予防など、事業場が行う労働衛生管理の支援をするために、「県西地域産業保健センター」では、地域
の産業医による面接指導や健康診断の事後措置などの無料健康相談・保健指導を行っています。
１．無料健康相談窓口ご利用時間（ご利用希望の方は、事前にご連絡を下さい）
　　 13 時から 15 時まで
２．相談日（平成 30 年３月までの相談日は次のとおりです）
　　 ７月５日（水）   ７月20日（木）  ８月７日（月）   ８月21日（月）   ９月４日（月）  ９月22日（金）
　　 10月４日（水）  10月23日（月）  11月６日（月）  12月 ６日（水）  12月20日（水）  １月15日（月）
　　 ２月１日（木）   ２月23日（金）   ３月７日（水）   ３月23日（金）
３．相談窓口会場
　　〔おだわら総合医療福祉会館内　小田原市久野 115 − 2　県西地域産業保健センター　４F 事務所〕
　　  この他に事業者や労働者が利用し易いように、各企業の要請により、産業医による産業保健指導を小

田原市、湯河原町、南足柄市、松田町、箱根町、開成町、山北町、中井町、真鶴町、大井町の各企業
に個別訪問して対応していますので御利用下さい。

　　 連絡先　0465 − 66 − 6040（月〜金曜日の祭日を除く 10 時から 16 時までにご連絡ください） 
厚生労働省委託事業［協力：小田原医師会・足柄上医師会］

県西地域産業保健センター
TEL ０４６５−６６−６０４０
FAX ０４６５−６６−６０４４

■小田原市久野１１５−２（おだわら総合医療福祉会館内）コーディネーター   劍  持　 收

新 規 加 入 会 員 事 業 場 紹 介
☆社　　名　株式会社 サンテックダイヤ
☆所 在 地　小田原市田島９−１
☆代表者名　祢津　修司
☆設　　立　平成１２年６月
☆従業員数　１５名
☆事業内容　 ダイヤモンドホイールの製造、

販売

☆社　　名　西湘ガス産業株式会社
☆所 在 地　小田原市扇町１− 30 − 11
☆代表者名　原　正樹
☆設　　立　平成元年６月
☆従業員数　１３名
☆事業内容　 プロパンガスの販売
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［７月〜９月行事案内］
＊　KYT 基礎実践研修会
　・7 月 5 日（水） 青色会館
＊　普通救命講習Ⅰ
　・7 月７日（金） 青色会館
＊　フォークリフト技能講習（A）
　・7 月 11 日（火）学科 青色会館
　・8 月 5 日（土）実技 伊勢原教習所
＊　リスクアセスメント研修会（基礎コース）
　・7 月 12 日（水） 青色会館
＊　粉じん特別教育
　・7 月 28 日（金） 青色会館
＊　安全衛生推進者養成講習会
　・8 月 9 日（水）〜 10 日（木） 青色会館
＊　安全管理者選任時研修（平塚支部共催）
　・8 月 23 日（水） 平塚市勤労会館
＊　法令講習会
　・８月 30 日（水） 青色会館
＊　全国労働衛生週間小田原地区推進大会
　・９月５日（火） 小田原市民会館
＊　交通 KYT 研修会
　・９月７日（木） 青色会館
＊　メンタルヘルス講習会
　・９月 12 日（火） 青色会館
＊　KYT 基礎実践研修会
　・９月 14 日（木） 青色会館
＊　VDT 教育
　・９月 15 日（金） 青色会館
＊　衛生管理者受験準備講習会
　・９月 21 日（木）〜22 日（金） 青色会館
＊　届出手続き講習会
　・９月 26 日（火） 青色会館
＊　安全衛生担当者の実務研修会
　・９月 27 日（水） 青色会館

［事務局だより］
事務局長　石塚　金蔵

ご参加お願いします

◇労務管理講習会
電通事件によりどう変わる監督指導、労務管理
・開催日　平成29年7月13日（木）13：15〜
・会場　　青色会館５Ｆ
・講師　　小田原労働基準監督署監督課長
　　　　　　中村  高康 氏
・特別講演　森井労働法律事務所
　　　　　　森井  博子 氏※

◇健康保持増進講習会
ストレス解消！自律神経をコントロールする
呼吸法
・開催日　平成29年7月20日（木）15：00〜
・会場　　青色会館５Ｆ
・講師　　ヨガインストラクター
　　　　　西山  智子 氏※

小田原で勤務することになって早４年。関 
西で生まれ育ち、「北側が山（六甲山）、南 
側が海（瀬戸内海）」という方位概念が刷り
込まれている私にとって、当地はなかなか落
ち着く場所です。転勤直後は珍しがって毎日
のように写真を撮っていた富士山も、今では
日常の風景としてなじんでいます。

食べ物はおいしく、気候も温暖。日本を代

表する観光地である箱根はお隣で、東京や横
浜にも気安く出られる。この “ 良き処小田原 ”
における私の数少ない困りごとは「西へ向か
う新幹線」です。いまでも関西に住む老親の
介護で月に何度か小田原と新大阪との間を行
き来するのですが、２時間に１本の「ひかり
号」を逃すとまあ大変。企画切符などもない
ため、遠い東京発の方がなぜか運賃が安いと
いうこの状況。毎度「何とかならないものか
な？」と思いつつ、車内で「こゆるぎ弁当」
を開くのでした。　　（広報部会　嶋　敏彦）

SSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSS

※ 1977 年労働省入省、労働基準監督署長、東京労
働局で監督課、安全課、企画室、労働保険徴収部長
などを歴任。その中で「かとく」（過重労働撲滅特
別対策班）と同様の事件捜査や過労死・過重労働対
策事案などを数多く担当。著書に「The　検証 !!　
労働災害事件ファイル」など、専門誌に連載多数。

※自然治癒力を高められる骨
盤調整ヨガを少しでも多くの
方々に体験して欲しいという
願いのもとに 2008 年から活
動開始。現在、西湘地区を中
心に骨盤調整ヨガやハタヨガ
などのクラスで活動中。

                                        平成２９年６月１５日 
事業主 殿                                              
                                (公社)神奈川労務安全衛生協会小田原支部 
 

健康保持増進講習会 

ストレス解消！自律神経をコントロールする呼吸法 
 

 近年、職場での過重労働や人間関係などからのストレスの蓄積によるメンタルヘルスが課題となっています。 
対応策としては、一般的にはセルフケアやラインケア等が言われていますが、まずは、「自分自身がストレスを貯め
ない、貯まったとしてもどう解消するか」の方法を身につけることが、まずできることと言えます。 
 今回、健康保持増進講習会の一環として、簡単にできるストレス解消法や呼吸法について、お話と実際に体験する
講習会を開催します。講師の方は、ご自身が体調を崩されて、ヨガと呼吸法に出会って健康で生き生きとなられたと
のことです。是非ご参加して頂き、自分自身および職場のメンバーのために広げて頂ければ幸いに存じます。 
 
                          記                          
１．日  時   平成２９年７月２０日（木） １５:００～１７:００ 
２．場  所   青色会館５Ｆ Ａホール（小田原市本町２－３－２４） 
 
３．講習内容   ◇ストレスを解消！自律神経をコントロールする呼吸法 

  講師 ヨガインストラクター 西山 智子 氏 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ※当日は、軽装でお願いします。（体操服までは不要です） 

 
４. 対 象 者    事業場で関心のある方、事業場の健康保持増進・労務管理等の関係者 
５. 定  員   ４０名 

６．会  費   会員／一般： ２０００円（税込、資料代含む） 
    ※会員の方は、ネット申込みされますと会費が300円割引になります。 

７．申込方法   申込用紙に所要事項を記載の上 ＦＡＸにて７月１０日（月）までにご提出を 
お願い致します。 

（公社)神奈川労務安全衛生協会小田原支部 事務局 
           ＦＡＸ ０４６５－２４－５８２０  （ＴＥＬ ０４６５－２４－１７５３） 
   ※ 当教育および修了者台帳に関する目的以外に個人情報を流用することはありません。 
   ※ 申込み後の取り消しは、７月１２日（水）までにお願い致します。         
     それ以後は準備の都合上お受けできませんのでご了承ください。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  

健康保持増進講習会申込書（７月20日） 

 事業場名                             会員NO.              所在地〒                     

担当者               TEL                            FAX                       

 

 ※ 氏   名 ※ 氏   名 ※ 氏   名 

 
ﾌﾘｶﾞﾅ 

 
ﾌﾘｶﾞﾅ  ﾌﾘｶﾞﾅ 

 
会費の支払方法 □当日持参 □領収証は事業場でまとめて１枚発行       
              □領収証は受講者ごとに個別に発行 
        □銀行振込  月  日振込予定(恐縮ですが振込手数料は貴事業場にてご負担ください) 

□横浜銀行小田原支店    普通 ００５６４６２ 
名義人 神奈川労務安全衛生協会小田原支部  

□さがみ信用金庫駅前支店  普通 ０１６６０２８ 
                        名義人 (社)神奈川労務安全衛生協会小田原支部    

筋肉の緊張からなる身の歪を骨盤調整ヨガで改善することによ

り自身が抱えていた身体の悩みを解消。自然治癒力を高められ

る骨盤調整ヨガを少しでも多くの方々に体験して欲しいという

願いのもとに 2008 年から活動開始。現在、西湘地区を中心に骨

盤調整ヨガやハタヨガなどのクラスで活動中。ＮＰＯ法人日本

予防医学治療術協会認定インストラクターコース卒業、IYC ラ

ジヨガ指導者認定終了他 

再連絡 


